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発がん性物質のリスク評価方法に関する調査
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食餌中力ロテノイドはラットにおけるアフラトキシンB1誘導肝臓前癌病巣及びDNA損傷蓉抑

制する　アフラトキシンB1代謝転換の役割
JSTPlus 010∫s－0001

マウスにおけるシクロホスファミドとジオキシジンの染色体異常誘発活性に対する2種のカ

ロテノイド系食用色素の影響
JSTPlus 010－rs－0002

β一アポー8ノーカロテナールはラットの肝チトクロームP4501A1と1A2の強力な誘導物質で

あるがβ一カロテンは違う
JSTPlus 010－rs－0003

ヒト気管上皮細胞におけるβ一力ロチンとたばこ煙の相互作用 OX 010∫s－0004

力ロテノイド及びカロテノイドの豊富な果物や野菜の溶媒抽出物のin　vitro抗変異原及びin

vivO抗染色体異常効果 OX 010－rs－0005

食餌性カロテノイドでのラット肝臓におけるアフラトキシンB1の発癌性、遺伝毒性及び代謝

の調節＝CYPIA誘導物質の保護効果の証拠 OX 010∫s－0006

ベータカロテン補充は光老化と関連したミトコンドリアDNA欠失を防ぐ OX 010－rs－0007

αmyc及びテロメラーゼの阻害剤としてのチアポルフィリン、セレナポルフィリン、及びカロテ

ノイドポルフィリン化合物
0米 010∫s－0008

beta－Apo－8㌧carotenal，ethyl　beta－Apo－8’一carotenoate　and　methyl　beta－Apo－

8曹一carotenoate 原文・抄録無 OX 010∫s－0009
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